
 

 

 

 

 

 

都市構造可視化計画 

 

データ利用上の留意点 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 3 月 

 

都市構造可視化行政連絡会 



 

 

 

 

 

 

目 次 

 

１．都市構造の可視化とは ............................................................ 1 

２．図面の見かた・留意点 ............................................................ 2 

１） 図面の見かた ................................................................. 2 

２） 図の作成の仕組み ............................................................. 4 

３） 利用上の留意点 ............................................................... 5 

３．各種手続き ...................................................................... 7 

１） 都市構造可視化行政連絡会とは ................................................. 7 

２） 行政連絡会の入会手続き ....................................................... 7 

３） 図面作成申請手続き ........................................................... 7 

４） 利用可能なデータ ............................................................. 9 

５） Google Earth 図面の使用許諾申請 .............................................. 10 

４．データの留意点の詳細 ........................................................... 12 

参考－１ 図面作成申請書 ......................................................... 14 

参考－２ 対象施設の緯度経度情報の取得方法 ....................................... 33 

参考－３ 地域メッシュ統計の概要 ................................................. 37 

 

 

 



 

 1

１．都市構造の可視化とは 

 

・都市構造の可視化とは、国勢調査等の統計データと地図データをもとに、GIS 等による

加工・処理を行って、統計データと地図データを重ね合わせた３次元図面により視覚的・

直感的に都市構造を把握しようとするものです。 

 

・都市の現状や都市形成の成り立ちなどを把握することができ、各種マスタープランをは

じめとする計画立案などの基礎資料として、効果的な検討や説明が可能となります。 

 

 

 

 

 

(人)

4000
2000

 

２つのデータの関係性を表す 
「クロス表示」ができます 

高さでデータを表すため 
「極端なデータの表現」ができます 

時系列に状況変化の直感的な把握ができます 

白地地域
市街化区域
市街化調整区域  

概ね市街化区域に人口

の集積が見られます 

交通不便地域
バス勢圏のみ
駅勢圏のみ
バス勢圏＋駅勢圏

色分けでは分からない

極端な地点を表示 

ボリューム感の表現

◆宇都宮市 
（高さが夜間人口、色が区域区分） 

◆千葉市 
（高さが昼間人口、色が交通利用圏）

◆多摩ニュータウン 
（昭和 45 年夜間人口） 

 
（平成 17 年夜間人口） 
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２．図面の見かた・留意点 

 

１） 図面の見かた 

 

・三次元の図面作成技術を使って、「高さ」と「色」により都市構造を「可視化」します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【色】 

・公共交通利用圏や区域区分など

その場所の条件（位置づけ）を示

します。 

・また、【高さ】と同様にボリューム

を示す数値を階級区分によって

示すこともできます。 

【高さ】 

・人口や販売額などのボリューム（集積

度）を示します。 

・高ければ高いほど集積しています。 

※駅利用圏：駅から 1km の同心円を含むメッシュ 

※バス停利用圏：バス停から 300m の同心円を含むメッシュ 

凡 例 

500ｍ×500ｍ 

人口(昼間) 

平成 12 年国勢調査 

プロアトラス全施設データ 
 
― 鉄道 ― 道路 ― 高速道路 

交通利用圏 

■ 駅・バス停利用圏 
■ 駅利用圏 
■ バス利用圏 
■ 駅・バス停利用圏外

メッシュサイズ 

高 さ 

色 

出 典 

下絵の凡例 

 

高さ H12 昼間人口 

 色  交通利用圏 
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高さ ：夜間人口 

色 ：区域区分 の場合 

高さ ：昼間人口 

色 ：交通利用圏 の場合

・昼間人口 ：メッシュ内で就業・就学している人とメッシュ内に住んで

いる未就業・未就学（専業主婦・幼児など）の人の数 

・交通利用圏：駅利用圏は駅から 1km の同心円を含むメッシュ、バス停利

用圏はバス停から 300m の同心円を含むメッシュ 

・高さは、主に通勤通学者の数。 

・色は、公共交通の利用圏。 

・公共交通が便利な地域に、概ね集積しているが一部不便

地域にも集積があることがわかります。 

・高さは、住んでいる人の数。 

・色は、土地利用規制の区分。 

・市街化区域（ピンク色）に、均等に多くの人が住んでいるこ

とがわかります。 

・夜間人口 ：メッシュ内に住んでいる人の数 

・区域区分 ：市街化区域や市街化調整区域などの土地利用規制の区分 

 

凡 例 

500ｍ×500ｍ 

人口(夜間) 

区域区分 

■ 市街化区域 
■ 市街化調整区域 
■ 非線引き用途地域 
■ 非線引き白地地域 
■ 都市計画区域外 
平成 17 年国勢調査 

国土数値情報 

― 鉄道 ― 道路 ― 高速道路 

メッシュサイズ 

高 さ 

色 

出 典 

下絵の凡例 

凡 例 

500ｍ×500ｍ 

人口(昼間) 

公共交通利用圏 

■ 駅・バス利用圏 
■ 駅利用圏 
■ バス利用圏 
■ 公共交通不便地域 
 

平成 17 年国勢調査 

プロアトラス全施設データ 

― 鉄道 ― 道路 ― 高速道路 

メッシュサイズ 

高 さ 

色 

出 典 

下絵の凡例 
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２） 図の作成の仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計データ（国勢調査など） 地図データ 

メッシュコードと行政コ

ード、表示したい統計デー

タを抽出 

（下図の場合、交通利用圏

と H17 夜間人口） 

左記で抽出した行政コー

ドに対応した地図を表示 

メッシュコー
ド

行政コード 交通利用圏
Ｈ17夜間人

口
Ｈ17_65歳以

上人口
H17世帯総

数

544020751 08231 1 178 47 61

544020753 08231 0 315 94 77

544020754 08231 0 124 38 29

544020763 08231 0 19 0 6

544020851 08231 0 237 35 64

544020852 08231 0 54 25 16

544020854 08231 0 8 0 2

544020861 08231 0 4 0 2

544020951 08231 0 11 0 3

544020952 08231 0 143 42 37

544020953 08231 0 103 5 30

544020954 08231 0 455 55 125

544020963 08231 0 61 20 16

544020974 08231 0 7 0 2

544030051 08231 0 12 0 4

544030052 08231 0 339 62 90

544030054 08231 0 191 52 51

544030061 08231 0 172 40 42

544030063 08231 0 546 146 161

544030064 08231 0 142 38 37

544030072 08231 0 33 8 8

544030073 08231 0 114 28 26

544030074 08231 0 137 37 32

544030084 08231 0 48 17 14

544030152 08231 0 16 0 4

544030153 08231 0 3 0 1

三次元統計図面 

メッシュコードにより、

統計データの位置を特定 

色、高さなどを指定 

 

凡 例

500ｍ×500ｍ 

人口(夜間) 

交通利用圏 

■ 駅・バス停利用圏 
■ 駅利用圏 
■ バス利用圏 
■ 駅・バス停利用圏外 
H17 国勢調査 

プロアトラス全施設データ 
宇都宮市資料（バス停位置) 
― 鉄道 ― 道路 ― 高速道路

メッシュサイズ

高 さ 

色 

出 典 

下絵の凡例
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３） 利用上の留意点 

 

本手法は、簡易な手法でマクロな都市構造を直感的に把握しようとするものであり、デー

タ上の制約や表現上の限界があります。また、統計データを機械的に処理していることから、

部分的にみると都市の実態と必ずしも一致しないところがあります。 

以下の留意点をお読みいただき、十分にご理解の上でご利用ください。 

 

（ベースマップの留意点） 

・ベースマップは Google Earth を使用しています。Google Earth の更新状況により市区

町村名や道路等の名称が最新でない場合があります。 

（メッシュの留意点） 

・地域メッシュ統計の座標系は、日本測地系と世界測地系があり、両者は約 450ｍ（埼玉

県付近の場合）のズレがあります。本手法では過去のデータと整合を図るため、全て日

本測地系で作成しています。ただし、Google Earth は世界測地系ですので、日本測地系

で行った作業結果を世界測地系に変換して Google Earth で表示しています。 

・メッシュの大きさ（縦・横・面積）はその位置する緯度により若干異なります。行政区

域内で見比べる場合には問題ありませんが、離れた都市と比べる場合や微細な違いを比

較する場合は注意してください。 

（境界線・エリアのメッシュ変換の留意点） 

・市区町村の境界部は、当該メッシュ内の最大面積の市区町村を割り当てています。した

がって、一般的な統計の市区町村の合計値とは一致しません。 

・駅利用圏は、駅から半径 1km の範囲を含むメッシュ、バス利用圏はバス停から半径 300m

の範囲を含むメッシュ、商業最大圏は昭和 60 年小売業年間販売額の市町村内最大値であ

ったメッシュの中心から半径 1km の範囲を含むメッシュとしています。 

・市街化区域等の区域区分の境界部は、当該メッシュ内の最大面積の区域を割り当ててい

ます。 

・パーソントリップ調査の計画基本ゾーンは、当該メッシュ内での各ゾーンの構成比を算

出し、図化する場合はその比率を乗じています。 

（図面表示上の留意点） 

・メッシュの色分けの階級区分や高さ倍率の設定によっては、見え方が異なる場合があり

ます。 

・Google Earth は標高データを持っており、山など実際の地形にあわせて立体的に表示さ

れるようになっていますが、統計データの立体図は周辺地域との高さ（統計値）の比較

がしやすいように、全て標高 0ｍから立ち上げています。 

（統計データの留意点） 

・統計により、調査年次が異なります（現時点で利用可能な最新の調査年次の例：国勢調

査 平成 17 年、事業所・企業統計 平成 18 年、商業統計 平成 16 年、国勢調査，事業所・

企業統計調査等のリンクによる地域メッシュ統計 平成 12-13 年）。 
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・その他にデータ上の留意点の詳細については、「４．データの留意点の詳細」をご覧下さ

い。 
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３．各種手続き 

 

１） 都市構造可視化行政連絡会とは 

 

 都市構造のあり方について検討するために、関東地方の１都８県が中心となって設立され

た連絡会です。 

連絡会は以下の３つの活動を行っています。 

・都市構造の把握のためのデータ収集、整理 

・会員相互の協働による都市構造の把握、都市構造のあり方の検討 

・各都市圏における都市構造可視化の促進および都市構造検討の推進 

 

 

２） 行政連絡会の入会手続き 

 

（入会条件） 

・都市構造可視化行政連絡会への参加主体は、市区町村等の行政機関に限ります。 

・入会条件としては、市区町村が保有する、都市に関するデータを１つ以上、ご提供いた

だくとともに、活動成果をご報告していただきます。 

・入会は無料です。 

 

（入会すると） 

・都市圏の基礎的な分析カルテを作成し、お届けします。 

・連絡会が保有するデータを利用した分析が可能となります。 

・連絡会等における都市構造についての情報交換に参加できます。 

 

 

３） 図面作成申請手続き 

 

入会後、会員からご提供頂いたデータをもとに希望する図面を作成します。 

申請様式等については、参考-1 図面作成申請書をご覧下さい。 
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【入会手続きの流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

￥（提供データについて） 

・提供データはＧＩＳデータまたは緯度経度情報を持ったデータとしてください。 

・緯度経度情報を持ったポイントデータはメッシュへの変換が可能です。 

活用例）バスの運行本数データを持ったバス停の緯度経度情報 →バス利便度の可視化 

公民館の緯度経度情報 →公民館利用圏の可視化            など 

・緯度経度情報の取得方法は参考－２をご参照ください。 

 

（注意事項） 

・分析結果の活用等により得られた知見は、連絡会にご提供いただきます。 

・連絡会にご提供いただくデータは、連絡会における検討のために収集しているものであり、

これ以外の目的に利用することはありません。 

行政連絡会 事務局 会員（行政機関等） 

入会申込書（様式-1）と

データ（様式-2）の提出

入会申込書と 

提供データの受理・確認

都市別ｶﾙﾃ及び Kmz ﾌｧｲﾙ

（入会特典）の送付 

 

入会特典等の受領 

図面作成申請書の提出 

（様式-3） 

図面作成申請書 

の受理・確認 

希望図面の作成 図面を使った検討 

必要に応じて随時 

検討結果報告 検討結果報告の 

受理・確認 

※図面データはKMZ形式で配布します。

※閲覧には Google Earth のインストー

ルが必要です。 

http://earth.google.com/intl/ja/ 

都 県 国 

入会申込書と 

提供データの確認 

図面作成申請書 

の確認 

希望図面の送付 

検討結果報告の 

確認 



 

 

利用可能なデータ（平成２３年１月末現在） 

 

・現在、行政連絡会では以下のデータを保有しており、会員への可視化したデータの提供が可能です。 

・なお、提供するデータは全て 500m 又は 1km メッシュでの表示となります。 

 

項目 調査名 調査年とメッシュ単位 データ項目 

統 計 国勢調査  S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17  総人口、5歳階級別人口、産業別就業者数など 計

103 項目 500m DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ 全国 全国  

1km 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国  

事業所・企業統計調査（H3

までは事業所統計調査） 

 S50 S53 S56 S61 H3 H8 H13 H18  産業別事業所数及び従業者数、規模別事業所数及

び従業者数など 計 294 500m DID のみ なし DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ 全国 全国  

1km 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国  

国勢調査、事業所統計調

査のリンクによる地域メ

ッシュ統計 

  S50 S55･56 S60･61 H2･3 H7･8 H12･13   昼間人口、昼夜間人口比など 計 39 項目 

500m  なし DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ 全国   

1km  全国 全国 全国 全国 全国 全国   

商業統計  S54 S57 S60 S63 H3 H6 H9 H11 H14 H16 H19 業種別事業所数、従業者数、年間販売額など 計

327 項目 500m DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ DID のみ 全国 全国 全国 

1km 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 

工業統計  S52 S55 S57 H2 H7 H9 H10 H12 H15 H17   

1km 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国 全国  

住宅・土地統計調査 

 

H15、H20 

※住宅・土地統計調査の「調査単位区」情報と国勢調査の「調査区」に対応したデータあり。 

住宅・住環境等に関する事項 

位置情報 関東管内区域区分データ H18（500m） 市街化区域、市街化調整区域など 

関東管内駅・バス利用

圏・商業最大圏データ 

H20（500m） 駅利用圏(半径 1km)、バス利用圏（半径 300m）な

ど 

各種調査 東京都市圏 PT 調査 H10（1km）、H20（1km） 目的別手段別発生集中量など 

首都圏緑被分布図データ 

 

H19  

浸水深・被害額データ 流域により異なる 多摩川、鶴見川、荒川など 

   

※国勢調査等の統計調査は、調査年により調査項目が若干異なります。 
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５） Google Earth 図面の使用許諾申請 

 

・Google Earth を基図として図面等を作成・使用する場合、基本的に Google に対して使用許諾

申請が必要になります。 

・ただし、行政内部で限定した説明資料に使用する場合は登録不要で、冊子やチラシ等により広

く一般向けに活用する印刷物を作成する場合やホームページ等で公開する場合に使用許諾申請

が必要になります。 

・審査の観点は、「Google のロゴ」、および「権利帰属表示」が資料の中で掲載されていることが

必須になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・使用許諾に関する詳細は、下記ホームページを参照してください。 

【Google ブランド使用規約のページ】 

http://www.google.co.jp/intl/ja/permissions/index.html 

【Google マップおよび Google Earth の許諾申請に関するガイドライン】 

http://www.google.co.jp/intl/ja/permissions/geoguidelines.html 

・使用許諾申請は Web 上で入力し、結果は申請時に入力したメールアドレスへ送信されます。 

・申請から許諾までは概ね 1週間程度です（状況により異なる場合があります）。 
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【Google ブランドの使用許諾申請のページ】 

http://www.google.com/support/contact/bin/request.py?contact_type=permissions_app&hl

=ja 
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４．データの留意点の詳細 

 

（地域メッシュ統計） 

・メッシュは緯度経度を細分することにより作成されていることから、その大きさは位置により

若干異なります。３次メッシュ（1km メッシュ）の場合の関東管内での差は以下のとおりです。 

  参考－３次メッシュの大きさと面積（世界測地系） 

都市名 ﾒｯｼｭｺｰﾄﾞ 緯度 経度 長さ 面積 面積差

  (度,分,秒) (度,分,秒) 縦(km) 横(km) (km2) (km2) 

長野県長野市 5438-71-84 36°39′00″ 138°10′30″ 0.925 1.118 1.034 0.015 

(1.45%)神奈川県横浜市 5339-15-31 35°26′30″ 139°38′15″ 0.925 1.135 1.049 

出典：総務省統計局「地域メッシュ統計の概要」 

・各種統計は基本単位区により集計されており、地域メッシュ統計はその基本単位区からメッシ

ュへ「同定」が行われています。主な同定方法は以下のとおりです（総務省統計局「地域メッシ

ュ統計の概要」より抜粋）。 
統計名 同定方法 

平成 17 年 

国勢調査 
(ｱ)地理情報システム（ＧＩＳ）上で基本単位区と地域メッシュの包含関係を判定し、基本単

位区の全域が一つの地域メッシュに含まれるものは、当該地域メッシュに同定した。 

(ｲ)上記(ｱ)以外の基本単位区のうち、その面積が0.05km2未満のものについては、分割された

各区域の面積割合に応じて同定を行った。 

(ｳ)上記(ｱ)及び(ｲ)以外の基本単位区のうち、建物の世帯数の情報を利用し、個々の建物に経

緯度を設定し、この建物別の世帯数をウエイトにして、基本単位区のデータをかかる地域

メッシュに同定した。 

(ｴ)上記(ｱ)及び(ｲ)、(ｳ)以外の基本単位区のうち、人口分布点を持つ基本単位区については、

その人口分布点（単一、複数）を持つ地域メッシュに同定した。 

(ｵ)上記(ｱ)及び(ｲ)、(ｳ)、(ｴ)以外の基本単位区のうち、事業所建物があった場合、各建物の

事業所数をウエイトとし、基本単位区のデータをかかる地域メッシュに同定した。 

(ｶ)上記(ｱ)から(ｵ)以外の基本単位区については、基本単位区界の幾何学的重心である基本単

位区図形中心点（以下「図心」という。）を求め、その図心を含む地域メッシュに同定し

た。 

平成 18 年 

事業所・企

業統計 

個々の事業所の所在地情報に基づき、緯度・経度の座標値を取得してメッシュ・コードを付

与するアドレスマッチングによる同定方式（以下「アドレス同定方式」という。）により行

った。 

事業所の地番までの所在地情報を用いてアドレスマッチングを行い、緯度・経度を取得し、

その結果から各地域メッシュに同定しました。なお、地番でのアドレスマッチングが不可能

な場合は、当該事業所（複数の場合も）を挟む事業所がアドレス同定済みで２分の１地域メ

ッシュ・コードが同一ならば、同定済みの事業所の経緯度から等間隔の経緯度に設定し、同

定を行った。また、これらによって同定ができなかった場合は、地図で確認した上で同定し

た。 

平成 16 年 

商業統計 

個々の事業所の住所等をもとに事業所の位置を示すメッシュコードを付け、個票データの事

業所数、従業者数、年間商品販売額等の項目について、集計した。 

・この同定は調査年毎に違う場合があります。詳細は地域メッシュ統計ホームページ 

（http://www.stat.go.jp/data/mesh/index.htm）を参照してください。 

・この同定は日本測地系と世界測地系でそれぞれ行われており、仮にいずれかの測地系のメッシ

ュデータを約 450ｍ移動させても同じ結果とはなりません。 
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・メッシュ内の数値が極めて少ない場合、秘匿値として処理される場合があります。統計別の処

理方法は以下のとおりです。 
統計名 秘匿内容 

国勢調査 一つの地域メッシュに表章される人口が極めて少ない場合，当該地域メッシュに係る結果数

値は，実数の「人口総数（総数，男，女）」，「世帯総数（総数，一般世帯）」，「世帯人員（一

般世帯人員）」，「世帯人員別の一般世帯数」のみを表章し，その他の項目については，近接す

る地域メッシュの結果数値に合算した上で表章している。 
商業統計 １つのメッシュ内の事業所数が１または２の場合、個々の申告者の秘密が漏れるおそれがあ

るため、事業所数と従業者数以外の数字が秘匿されている。 
また、１つのメッシュに関し、各種分類区分別の表章をしている場合、合計の数値から他の

未秘匿の分類区分の数字を差し引くことにより秘匿された分類区分の数字がわかる場合に

は、もう１箇所秘匿されている。この秘匿は、その分類区分で年間商品販売額が一番少ない

未秘匿の区分に対して行われる。 

・地域メッシュ統計の作成方法等に関する詳細は下記を参照してください。 

（地域メッシュ統計 HP）http://www.stat.go.jp/data/mesh/index.htm 

 

（データ・図面作成） 

・統計値間の演算により数値を得ている場合、分母が 0の場合は 0として表示しています。 

・従業者数の数値の中で一次産業は事業所・企業統計に存在しないことから、国勢調査の就業者

数を代用しています。 

・夜間人口 40 人/ha とする表現が出てきますが、メッシュあたりの夜間人口であり、国勢調査に

よる人口集中地区を表すものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上記以外にも各種統計の注意事項をよく読んでご利用ください。 
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参考－１ 図面作成申請書 

様式－２ 

 

都市構造可視化行政連絡会 

図面作成申請書 

 

自治体名  

担当者所属部署名  

担当者氏名  

連絡先 TEL  

FAX  

E-mail  

提供データ 
の諸元 

データ名称  

保有者名  

データ形式 
該当するものに○

をつけて下さい 

SHP ・ CSV ・TXT ・ 

その他（具体的に：                 ）

測地系 
該当するものに○

をつけて下さい 
日本測地系 ・ 世界測地系 

データタイプ 
該当するものに○

をつけて下さい 

ポイント ・ ポリライン ・ ポリゴン 

その他（具体的に：                 ）

データの作成元 例 1）都市計画基礎調査ＧＩＳデータよりポリゴンを抽出 

例 2）施設台帳の住所情報からアドレスマッチングにより緯

度経度情報を取得 など 
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作成希望図面（アイデアシート） 
 

作成希望図面の内容 メッシュの

高さ 

メッシュの 

色 

提供データ 

（例）公共交通の利便性と人口集積の関係を把

握する 

夜間人口 バス運行頻

度 

バス停位置情報

と１日あたり運

行本数データ 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   



 

 16

図面作成アイデア（例） 
 

分 野 把握する内容 メッシュの高さ メッシュの色 

土地利用 用途地域と実際の土地利用の乖離状況を

把握する 

住居・商業系土

地利用面積 

工業系用途地域 

容積率の活用状況と用途地域の関係を把

握する 

実績容積率 主要用途地域 

線引き内外の開発許可の実態をみること

により土地利用規制の運用状況を把握す

る 

開発許可面積 

又は件数 

区域区分 

交通 公共交通の利便性と人口集積の関係を把

握する 

夜間人口 

又は昼間人口 

鉄道又は 

バス運行頻度 

交通利便性と実態の移動手段の関係を把

握する 

交通手段分担率 公共交通利用圏 

高齢者の移動の利便性を把握する 

 

老齢人口又は 

高齢者世帯数 

公共交通利用圏 

大規模集客施設への到達手段の状況を把

握する 

大規模集客施設

数 

公共交通利用圏 

産業 製造業の配置と利便性の状況を把握する 

 

製造業販売額 ＩＣ利用圏 

拠点への商業の集積状況を把握する 

 

小売業販売額 公共交通利用圏 

生活 主要公共施設の配置の効率性を把握する 夜間人口 

又は昼間人口 

主要公共施設の

利用圏 

小学校の配置の効率性を把握する 

 

年少人口 小学校通学圏 

公園の配置の効率性を把握する 夜間人口 

又は昼間人口 

公園の利用圏 

環境 ヒートアイランドの状況を把握する 夜間人口 

又は昼間人口 

人工排熱量 

緑の保全や市街地の潤い状況を把握する 夜間人口 

又は昼間人口 

緑被率 

防災 洪水時に被害の大きい場所を把握する 夜間人口 

又は昼間人口 

浸水深さ 

※下線は別途データが必要なもの 
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参考－２ 対象施設の緯度経度情報の取得方法 

 

・可視化したい対象が個別の施設の場合、その施設の緯度経度情報の取得が必要になります。 

・取得は主に２つの方法があります。 

 １）Google Earth から取得 

→対象数が少ない場合、２）の変換精度が悪い場合 

 ２）東京大学空間情報科学研究センターのｱﾄﾞﾚｽﾏｯﾁﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽから取得 

→対象数が多い場合、都市部で変換精度が高い場合 

 

 

１）Google Earth から取得 

①Google Earth を起動し、ジャンプタブに住所を入力し、検索する。 
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②検索した住所がズームアップされる。 

 

③検索した住所に表示されているポインタを右クリックし、プロパティを選択すると緯度経度が表

示されるので、Excel などに転記して保存する。 
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２）東京大学空間情報科学研究センターのｱﾄﾞﾚｽﾏｯﾁﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽから取得 

①施設名と住所を入力した CSV ファイルを作成する。 

 

②東京大学空間情報科学研究センターの CSV アドレスマッチングサービスのホームページを開く。 

http://newspat.csis.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/geocode.cgi?action=start 

 

③

④
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③対象範囲は、「全国街区レベル（経緯度・世界測地系）」や、「○○県街区レベル（経緯度・世界

測地系）」など、場所にあわせて「経緯度・世界測地系」となっているものをプルダウンメニュ

ーから選択する。特に問題がなければ、「全国街区レベル（経緯度・世界測地系）」を選択し、「住

所を含むカラム番号」は、住所が何列目に記入されているかを入力する。 

④参照…で先に保存した csv ファイルを選択し、「送信」で変換を実行する。 

⑤変換されたファイルが送り返されてくる。 

 

⑥一番右の列に変換精度が表示されるので、それを確認し保存する。”5”以下の場合は Google 

Earth を利用することを推奨する。 

（変換精度レベル） 

1:都道府県、2:郡・支庁、3:市町村・23 区、4:政令市の区、5:大字、6:丁目・小字、7:街区・地番、8:号・枝

番に相当 (レベルが不明の場合には 0を返すこともある) 

 

※利用方法や留意点の詳細は以下のホームページを参照してください。 

Geocoding Tools & Utilities 

http://newspat.csis.u-tokyo.ac.jp/geocode/ 

⑥
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参考－３ 地域メッシュ統計の概要 

出典：総務省統計局 
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